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本研究はヒマラヤ山脈の山岳地帯において、チベット仏教を信じる人々の日々の生活や一生を、現地での調査研究に基
づき若干の分析・検討を試みたものである O ヒマラヤの山間部における生活環境条件は世界的にみても大変、厳しいもの
である。チベット仏教はこのような人々の精神的な拠り所となり維持・存続してきたことを明らかにした。
人々の大半は農業に従事し、 半農半牧の生活をしている。伝統的な農家の民家では、 一階で家畜を飼い、 二階以上が人々
の居住空間となっている。水道や電気のないところが多く、人々の日常生活における労働はかなり重労働であり、衛生状
態もあま り良くない。
チベット仏教は人々の人生観・ 社会観に深く浸透し、人々の毎日の生活はチベット仏教と共にあるといっても過言では
ない。チベット社会では一般的な冠婚葬祭にまつわる儀礼がほとんどない。しかし、赤ん坊が無事、育つようにと祈願す
る気持ちはいずこも同じであると思われた。子どもは地域社会において自然にチベット文化を空気のように身につけてい
く。男女交際はかなり自由で、妻問い婚 ・婿入り婚がされ、母系制が続いている。各人は仏教的に精進することが問われ、
長寿がめでたいとは見なされない。葬送儀礼についてみると、輪廻転生が信じられているため、墓はつくらず祖先祭記は
行われていない。
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1.問題の所在
南アジア北部のヒマラヤ山脈は「世界の屋根jといわ
れる通り、東西に標高7000~8000メートルの山々が連なっ
ている。しかし、ヒマラヤ山岳地帯の一帯で人聞が定住
し生活しているのは比較的低地の2000メートルぐらいま
でが多く、 3000~4000メートルに定住している部族は少
数である O とはいえ、この地帯は人々が暮らすには自然
環境条件が厳しく、近年まで外部の社会とは隔離されが
ちで、それゆえ伝統的な独自の社会生活が維持されてき
た。
宗教についてみると、南アジアでは多種多様な宗教が
信じられているが、この山岳地帯にはチベット仏教を信
じる人々が多く居住している。しかし、南アジアといえ
ば、私たちにはインドを中心とするヒンドゥー教や、パ
キスタン・バングラデシュなどでのイスラム教を信じる
人々のイメージが強いと思われる O チベット仏教は現在
の中国チベット自治区を中心に、その周辺地域で信じら
れており、チベット丈化圏が形成されている O 南アジア
北部のあたりがその南端部にあたる O 南アジア北部のヒ
マラヤ山岳地帯には、かつては多くの小国があり、この
地域では人的 ・物的に東西南北に相互に交流する生活が
birth and death 
営まれてきた。しかし、いわゆるチベット動乱以後、南
アジア各地にチベット難民が分散して居住している。ま
た、シッキムはインドに含まれるようになったなど、中
国とインドの聞に挟まれた山岳地帯で、現在、独立 して
いる小国はブータンとネパールの2国のみである (図l
参照)。
ホ二タン新彊(新覆ウイグル自治区)
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1960年代から1970年代に入ると、ブータンとネパール
は国際社会の仲間入りするようになり、近代的な教育制
度が導入され始めた。また、同時期から南アジア北部の
ヒマラヤ山岳地帯には外国人が制限付きではあるが入る
ことができるようになってきた。このような状況下にお
いて、山間地では開発や観光のため白然破壊が急激に進
み、伝統的な社会生活も急激に失われ始めた。それに対
し、ブータンでは1980年代に国民総幸福 (Gross
National Happiness， GNH) を目標に掲げ、自然環境を
保存し、ブータン独自の伝統・文化を維持する政策が積
極的に推進されるようになった。インドでも最近では伝
統的な生活の保存や、その価値を見直す動きがみられる
ようになっている(1)。
本稿は南アジア北部の山岳地帯における人々の生活や
一生について、「南アジアにおける女子教育及び女性の
ライフコースに関する総合的研究J(科研・基盤研究
(B) 2007 ~2010年度)の 4 年間の研究期間に実施した
現地での調査研究に基づき、伝統的な生活に着目し若干
の調査結果について分析を試みるものである O チベット
文化圏は広域で地域的な多様性が見られ、そして、チベッ
ト仏教にはさまざまな宗派がある。しかし、本研究では
全体的な共通項について若干、論じるものである。
2.調査方法
本研究では現地において主として女子教育の現状につ
いて学校訪問や関係機関を訪問し情報収集したほか、女
性の生活状況について女性に対して聞取り調査や家庭訪
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聞をして生活調査を実施した。南アジア北部のヒマラヤ
山脈の一帯でのチベット文化圏における調査場所と時期
は、 2008年3月のネパール・カトマンドゥ盆地に始まり
2011年1月のブータンまでの約3年間の期間である。こ
の期間に計6回、毎回約10日間の現地調査を実施した。
現地調査を実施した地域について西から東に概観すると
(図2参照)、インド北西部のジヤンム・カシミール州に
含まれるラダツク地方、ネパールはカトマンドゥ盆地及
び北東部、ネパールとブータンとの聞に位置し現在はイ
ンドに含まれるシッキム、ダージリン、カリンボン、そ
して、ブータン西部と中部であるへ
3. ヒマラヤ山岳地帯の環境・生活
1 )生活環境条件
山岳地帯での主要産業は農業で、大半の人々は半農半
牧の生活を営んでいるO 農業は山間部の段々畑など小さ
な畑を耕す労働集約的なもので、農業の生産性は低い。
それと同時に、牛なと守家畜を飼ってチーズ、やバターを作っ
ている。
この山岳地帯では古くは遊牧民族であった人々が、 一
定の土地に落着いて生活できるようになると定住化して
きたと考えられる。たとえば、ネパールの北東部に居住
する高地民族・シェルパ族はチベット系遊牧民族がこの
地に定住化したと考えられている(にこの地域に人々が
定住化して生活できるようになっても、高地での生活環
境条件は厳しい。周辺地域への移動は危険が伴うが、彼
らは日常生活に不可欠な塩などの物資を得るため、定期
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図 2 Thc Himalayas : Gcographical Location (lndia) 
Chittaranjan D呂sh，2006，“Social Ecology and Demographic Structure of Bhotias : Narrativcs and Discourscs" Concept Publishing 
Company， p.13，図のー部を筆者が加筆・修Eなどしている。
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的に「ヒマラヤ越えjをしてきたO すなわち、人々はヒ
マラヤ山脈を越えチベットとインドとの聞を南北に移動
するのみでなく東西にも移動し交易する生活してきたの
である。ネパールの首都カトマンドゥはヒマラヤ山岳地
帯において、古くから交易の要衝の地であり「大都会」
として栄えてきた。このような交易は、現在もネパール
と中国に属するようになったチベットとの聞で、以前よ
りも制限付きではあるが続いているO
20世紀に入ると、この地でもジャガイモが栽培される
ようになり、ブータンでは日本の農業支援などにより多
種多様な野菜・果実が栽培されるようになるなど、農業
生産性は高まってきている。しかし、牧畜をする人々は、
現在も家畜の餌にする草を求めて、「移牧jすなわち、
冬季は暖かい低地へ、夏季は高地へと、季節により移動
する生活をしていることが多い。ブータン西部では一家
に2軒の家があり、夏季と冬季では人間も家畜と共に移
動し異なった家で暮らす生活習慣が続いている。現在、
ブータンの首都はテインブーに定められているが、 1955
年まで首都でさえ冬季はブナカに移されていたほどであ
るO
南アジア北部の人々はこのように厳しい生活をしてき
たため、現在でも稼げるところがあれば短期・ 長期的に
身軽に移動し、より豊かな生活を求める人が多いように
見える。国外への短期・ 長期の出稼ぎや移住さえ一般的
で、より良い生活を求めてヨーロッパ・アメリカなど外
国へ移住したいと語る人が多いのには驚かされる(ヘ
2)人々の生活状況
人々の日常的な生活環境についてみると、水道や電気
はほとんどない生活が続いてきた。しかし、近年、電気
が徐々に利用できるようになりつつあるが、 電気は使え
るようになっても不足がちである。水道がない日常生活
において、水汲みは女性や子どもの毎日の必要不可欠で
大変な重労働である。水汲み場は人々の溜まり場ともな
り、大人には井戸端会議の場、 子どもには遊び場にもなっ
ている。最近では各家庭で黒いタンクに水をため、室内
や庭で水道の蛇口から水を使えるようにしているところ
もある (写真 1)0
台所しごとは、土聞のようなところで燃料はマキを使
い、座り込んで三下を向いて料理するなど身体的に負担の
重い状態のところもある。石油やプロパンを使い料理を
中腰や立ってするなど、身体に楽な姿勢でするところも
ある。
電気が利用できると、 室内照明のほか、電気製品では
テレビが購入されている。洗濯機は、水も電気も十分に
は利用できない状況なので、ほとんど普及していない。
洗濯は桶やバケツなどで、かがみこんで手洗いする (写
真2)。 都市部のかなり電気が使えるところで冷蔵庫を
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写真 1 自宅敷地内に水道が、ある
(ブ ターン 2011) 
写真2 洗濯する女性たち
(ネパ ルー 2008) 
見かけることがあるが、停電が多いため、あまり活用さ
れていない。ブータン西部では主食は米であるため、炊
飯器が普及している。
インド北西部やブータンの伝統的なチベット様式の農
家住居は、外観が絵画のように美しく立派な建築物が多
い (写真 3)0 1階で家畜を飼い、貯蔵庫などがあり、
2階以上に仏聞や台所ほか人々の居住空間がある O 家屋
の中で一番、立派で大きな空聞が仏間であり、大きな仏
壇がある O 一階の家畜小屋では、枯れ草を敷きつめてお
き、それと牛糞との混ざったものを山のように積み上げ
て農地の肥やしにする O 室内には家畜の匂いが充満し、
このような家屋で、人聞が生活するのは不衛生であると思
われた。ブータンの都市部では最近、家を新築する際に
は住居と家畜小屋を分離する傾向が生じている (写真4)0 
建物の内外にある階段は急傾斜ではしごのようで足をか
けるところが細く、階段の上り下りは危険に思われる O
しかし、急な階段についてブータン女性たちに尋ねると、
幼い頃から慣れており、裾を少し上げて引っかけ、全然、
気にしていないと話していた (写真5)。
チベットの食料といえば、バター茶を毎日、飲み、バ
ターとチーズを多く食べるという印象があるO 中央ブー
タンの農家の生活をみると、女性は起床すると牛の乳し
ぼりをし、その後、男性が牛に草を食べさせに行く 。牛
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写真3 伝統的な
チベ、ッ卜式住居
( L ラダック 2010
R フー タン 2011)
写真4 家畜小屋での農作業
(ブー タン 2008) 
写真5 室内の急な梯子段(L)
裾を少し上げハケツなど持ち階段を昇り降りする (R)
(ブー タン 2011) 
乳は腐りやすいため夏には毎日、冬には2日に 1回はバ
ターやチーズをつくる。飼っているのは雌牛が多く、オ
ス牛は畑仕事などの農作業のため飼われている (写真6)。
チーズやバターのほか、乾燥野菜・干し肉・干し魚、香
辛料を多用するなど家庭では食;f3j-品を保存する工夫がな
されている。
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写真6 牛の乳を搾り
バターやチーズをつくる
(ブー タン 2011) 
写真7 チベット様式の農家仏壇
(ブー タン 2008) 
4.チベ、ット仏教
チベット仏教は人々の日常生活に深く広く浸透し、人々
はチベット仏教と共に生きていると言っても過言ではな
い。人々と仏教との関わりは、人が誕生すると僧侶に名
前をつけてもらうことから始まり、一生涯、深く続いて
いく O 近年まで一家に男 l人は僧院に入れ、僧侶にする
のが良いと考えられてきた。家屋の中で一番立派な仏聞
には大きく豪華な仏壇がある。この仏壇には日本のよう
な先祖の位牌は全くなく、仏様が飾られている O ブータ
ンでは仏様のほか国王の写真などが室内中に貼つである。
仏教は人々の日常生活の中心になっている O 一日は朝、
起床すると仏壇の多くの茶碗に聖水を入れて並べ、祈る
ことから始まり、夕食後、祈った後に、就寝する (写真
7)。
人々はチベット仏教の人間観、社会観を、幼い頃から
日常的に日々の生活の中で絵を見て、あるいは口移しで
覚え、祭りなどの諸行事により空気のように身につけて
いく O 人の一生は短いことが、密教の仏像には頭に5つ
の頭蓋骨が並べて飾られている例や、祭りでも人聞が骸
骨姿で踊り、骸骨の絵や仮面、仏画、ドクロの酒椀など
で繰り返し教えられる (写真8)0 
チベット仏教では「輪廻転生」、すなわち、人の精神
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写真8 チベット仏教の
壁画(ラダック 2010) 
写真9 マニ車には経典が、入っており
一回転させるとお経を一回詠んだことになる
(ラ夕、ツク 2010) 
写真10 夫婦に子どもは2人
ネパール健康人口省にて (ネパー ル 2008) 
は自分を無にし他人のために生きることが求められる O
人々はできれば仏塔をつくり、僧院を立派にしたい、チ
ベット仏教の信仰のために生きたいと願っている。
5.人の一生とチベット社会
このようなチベット仏教の下での人々の暮らしを、つ
ぎに考えてみよう O あらゆる社会において、人々の一生
のプロセスにおいて冠婚葬祭に関する儀礼、すなわち、
人が誕生し、成長の節目毎に祝い、大人になると結婚、
長寿の祝い、そして葬送儀礼などの儀礼を発達させてい
ると考えられる。ところが、チベット文化圏では人生の
節目の儀礼がほとんどなく、ある場合もきわめて簡単な
ものである O これは人々の生活が厳しく、人々が死と身
近に隣り合わせで生きてきたことの反映であるとも思わ
れる O この地域での人々の一生や日々の生活について論
と肉体とは分離して考えられ、人は死んで=も魂は生き続 じる(5(。
け、死後、別のものに生まれ変わると信じられている O
肉体は単なる物体にすぎず、死体は魂の抜け殻のような
ものである。ダライラマなどの偉い僧侶も、血統による
世襲ではなく、前世の魂が人に乗り移った「活仏」と考
えられている O ブータンではわが子が5歳の時、活仏で
あるとわかり、現在、10歳になるが、親元を離れ特別な
修行をしているという女性に会った。
蔓茶羅は人聞の求めるべき究極の理想であるとされる O
それはタンカや壁画などに描かれている O 来世の生まれ
変わりのためにも、人間は日々精進し、より高いところ
を目指し修行する O
地域社会で、の人々の日常生活についてみると、村には
必ず寺院があり宗教祭把などにより相互扶助や相互連帯
が維持されている O 村の中にはマニ車や仏塔などが溢れ、
日々の生活は祈りから始まり、祈って終わるO また、新
たなことを始める場合やさまざまな生活の節目には祈り
が捧げられる (写真 9)0
チベット仏教では、人間は生まれる時は何も持たずに
生まれ、そして死ぬのであると、人聞が生きている時に
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1) 出産、乳幼児など
現在、日本をはじめ先進諸国では少子高齢化が進行し、
出生児数の少ないことは深刻な社会問題と見なされてい
る。それに対して、途上国では人口が多く寿命の短いこ
とが問題視されているO 南アジアでは現在、出生児数を
減らすため、夫婦に子ども 2人というキャンベーンが実
施されている (写真10)0南アジアでの最近の女子教育
の推進政策は、女性の晩婚化を推進させることにもなり、
人口抑制策のーっともいえるのである。
筆者は10歳代前半の女性が結婚したとか出産し子育て
しているといった話を、この地域でも聞いているが、こ
れは特に新たに驚くような話ではない。具体的に子ども
数が多い女性の生活として印象に残ったのは、ブータン
の32歳女性の以下のような話である O 彼女の祖母 (74歳)
には9人の子どもがおり、彼女の母親 (58歳)は祖母の
一香上の子どもである O 彼女の母親と祖母はほぼ同時期
に妊娠し、祖母の一番下の子どもが生まれてまもなく彼
女・初孫が生まれた。彼女は祖母の母乳を叔父と一緒に
「
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写真1 祖母の母乳で育った女性
(ブー タン 2011) 
もらって育ったという (写真11)。
次に出産についてみてみる。
日本では現在、人は病院で=誕生し、死亡するのが常態
化している O 日本では20世紀後半から『お産革命』聞と
いわれるように、出産の場所が自宅から病院へと変化し、
高かった妊産婦死亡率や乳幼児死亡率は急激に低下した
のであるへ
南アジア諸国では、近年、無;f3j-での病院出産が普及し
つつある O しかし、出産間近に入院し、 産後すぐに退院
するのが通例で、まだ、妊娠から出産までの経過につい
ては問題にされていない。伝統的には出産や乳幼児期の
子育ては、どのようになされてきたのだろうか。
ネパール・カトマンドゥ盆地では、近年までお産は婚
家の自分の居室に稲むしろを敷き、産婆を呼んでしてい
た。無事、出産した後、赤ん坊には誕生後6~ 10 日間は
布をまいておき産着を着せないで過ごす。日本でも古く
は同様であったが、これは生後まもない赤ん坊はいつ死
ぬかわからなかったため、 産着は赤ん坊がこの世で人間
として認められる儀礼の意味もあった。日本でも「七つ
前は神のうち」といわれ、七つ頃までは子どもがいつ死
ぬかわからないと見なされてきたのである。しかし、最
近の日本では妊娠中から産衣を準備し、誕生後、すぐに
着せるようになっている。
ブータン農村部では出産経験がないか乏しい女性の出
産には経験のある女性が手伝う O しかし、女性は何人も
子どもを産むのが一般的であったので、日常生活を営む
中で産気づくと、自分でお産をしてきたという。しかし、
都市部の若い女性の場合には病院で出産したとか、出産
時や産後しばらくは、母親が手伝いに来てくれたという
話を聞いた。ブータンの人口統計では、現在も近い将来
の予測でも、年齢別に人口性比をみると、出産可能な年
層の女性は男性より少ないへ これは出産可能な年齢に
ある女性の死亡が多いためではないかと考えられる。ブー
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写真12 ピアスをしている女児
(ネパー ル 2008) 
タンでは近年、近い将来、政府エリートになる外国留学
組の女性に医学や看護を専攻する人が多くなっている。
他地域でも医者や看護師の養成が推進されている O
親たちが誕生した子どもにどのような祈りや期待を込
めるかについては、地域や文化により相違しているのが
名前などにも明らかである。
ネパール・カトマンドゥ盆地では生後1週間ぐらいか
ら男女ともピアスをし始める (写真12)0耳たぶが大き
いほど良い耳だと考えられ、ピアスをすると耳たぶが大
きくなると考えられている。また、ピアスには無事に成
長するようにという祈願の意味もある。ピアスを女性は
成長後もし続ける人が多いが、男は2歳頃までするのが
一般的である O しかし、成人後もこのピアスをし続けて
いる男'性もいる。
赤ん坊の頃から子どもの顔に黒い点や線などを付ける
のはよく行われているヘ
ネパールでは赤ん坊の両目のあたりに毎日、生後2ヶ
月ぐらいから黒い線を入れる。男女を問わず大きな目が
好まれるため、少しでも目が大きくなるようにという祈
りが込められている。また、山岳地帯では紫外線が強い
ため、目の悪い人や眼病が多い。そこで、目がよく見え
るようにという祈りも込められている。ラダック地方の
レーでは幼い子どもは額に黒い点をつけているのを見か
けることがある (写真13)。
ネパールでは生後、女は5ヶ月、男は6ヶ月に食初め
をする O この頃から両足くびにパングルという金属の輸
のようなものをはめ、 2歳ぐらいまでする。高地の生活
では足腰を強くするための習慣かと思われる O
2)チベットの社会生活
子どもはどのような生育環境で生長していくのであろ
うか。
この山岳地帯では子育てを家族で、特に母親が責任を
「
ヒマラヤの山岳地帯における人々 の生活と一生ーチベット文化圏を中心にー
写真13 額に黒い点をつけた赤ん坊
(ラ夕、ツク 2010) 
持ってするべきといった規範はない。また、男女の関係
や結婚は、現在、世界的に一般的になされているのとは
かなり異なるユニークなものである。たとえば、日本人
によるチベット探検記や滞在記にも、南アジアのヒンドゥー
教やイスラム教の女性たちと比較し、 一妻多夫婚や妻問
婚が行われていること、男女とも性的におおらかである
こと、女性たちが行動的で堂々としている ことなどが、
多少なりとも興味深く触れられてきた酬。 ブータンにつ
いても同様なことが触れられているヘ しかし、南アジ
ア諸国でもインドやパキスタンでは結婚年齢は男女とも
18歳以上と定められたなど、最近では私たちと同じよう
な結婚に変化しつつある。しかし、農村部では伝統的な
結婚慣行が依然として続いている。
チベット丈化圏では一般的に女性は働き者で堂々とし
ている (写真14)0近代的な職業にも多くの女性が働き、
共働きは当り前と考えられている問。 この背景には、 こ
の地域では伝統的に家や土地などを女性が相続する母系
制が続いてきたことが一因として考えられる。たとえば、
村の会合に村人は一家から一人参加するが、これには家
長である年長女性が原則的には参加している (写真15)。
男女交際や結婚はかなり自由で親などにも相談もして
いない女性が多い日 O ネパールの北東部では男女は知
り合うと、女性の家に男性が通い同棲する。ブータンで
も妻問い婚をしており、結婚に関連した贈答、結婚式・
披露などをしないため、周囲の人々にはいつ結婚したの
かわからないという (写真16)0
インド・カリンボンの辺りにはブータン人が多く居住
するが、「ガンダルボ・ビワ (秘密の結婚)Jという慣習
がある。男女は知り合うと、内緒で家を出て一緒に暮ら
すというものである。カップルは一緒に暮らし始めて以
後、ある期間を経た後、 2人揃って両方の親の家に行っ
て挨拶する。秘密の結婚により妊娠した場合、両方の親
は結婚を認めることが多い。しかし、その男とは結婚し
ないで、女親がその子どもを育てたり、娘は子連れで他
の男と結婚することもあるO それで子どもが差別される
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写真14 チベットの女性は働き者
(ラダック 2010) 
写真15 村の会合に集まってきた人々
(ブ ターン 2011) 
写真16 教員として起任してきた男性は
この家に婿入りした (ネパ ルー 2008) 
ことはないし、娘も問題視されることはないという。
ダージリンに居住するチベット難民の女性は、この地
域では珍しい見合い結婚をした。父親が相手の男性を探
し、僧侶と相談した上で、その男性との結婚を決めた。
そして、彼女は結婚式をしたというが、それは大変、簡
単なものである。すなわち、チベット人の既婚女性はパ
ンデンという前掛けのようなものを一日中している。こ
れには夫の魂が入っているとか、夫の幸せを祈るために
するという意味がある (写真17)0 これを夫側から女性
側の親に贈ったというのみである。結婚後は夫居制、つ
まり男性側の家に妻も住むのが一般的であるため、結婚
「
服部範子
写真17 既婚女性はパンデンを着用している
(ネパー ル 2008) 
写真18 乳幼児を背負う
(L フー タン 2008 R ラダック 2010) 
当日には、女性側の家に朝、男性や男性側の親族が来て、
その日のうちに女を連れて男の家に戻ったが、特に儀礼
的なことはなかったとのことである O
このように、チベット圏では男女の関係は本人の自由
意思で多様な関係も許容されており、儀礼もほとんどな
いのが一般的である。そして、子どもを出産した後、母
親や両親ともに子どもを自分の家族・親族の元に置いた
ままでどこかに行ってしまったとか、父親を知らないと
か会ったことがないという成人した人々がいる。祖父母
やきょうだいが子どもを育てていることも多い。女子は
下の子の子守りのため学校に行けなかった話を聞くが、
貧しい家庭の女子は現在も他家に住込み子守りをしてい
る。成人男女とも働きながら子どもの世話をしつつ生活
している (写真18)。
チベット圏では男子は僧侶になるか否かを問わず、 子
どもの頃には僧院で修行するのが一般的であった (写真
19)。尼僧院もあるが、男子が入る僧院より少なく、ブー
タンでは家庭事情のある女子が入ることが多いと聞いた
(写真20)。
チベット文化圏で、僧院は地域において多様な機能を持っ
ているように思われる。たとえば、近代教育が始まる以
前、僧院は地域の子どもにとってしつけ・教育機関の意
198 
写真19 僧院で修行する男子
(ブー タン 2008) 
写真20 チベット仏教の尼僧 (ネパー ル 2008) 
味を持ってきた。子どもが家族・親族などの諸事情によ
り育てられない場合には子どもを引取る児童福祉施設の
機能も持っている O 成人以後、特に中高年齢層の人たち
は長期間、何年間も僧院で修行をするが、これなどは生
涯教育の機関、あるいは高齢者を収容する施設と見えな
くもない (写真21)。僧侶は妻帯しないが、これは人口
抑制に貢献しているようにもみえる O
3) 死・葬送儀礼
次に死及び葬送儀礼についてみてみる O 私たちの社会
では長寿の祝いには還暦、古稀、米寿などがあるO しか
し、近年、急激に寿命が延び、このような年齢まで生き
るのが当たり前になり、本来の意味は薄れ、改めて祝う
ことも少なくなってきている。現代社会では死は高齢に
なって起こることだと一般的には考えられがちであるO
ところが、この地域では寿命が急激に延びてきてはい
るが、現在、平均寿命は60歳代前半に留まり、先進諸国
と比較すれば依然として寿命は短い状況である O 人の一
生は短く、私たちよりも早く大人になり早く老いる感じ
がして、人生のスピードがとても速いと感じられる。
子ども時代について、現在、国際統計では子どもは18
歳未満とされている。しかし、豊かな社会では青年、若
「
ヒマラヤの山岳地帯における人々の生活と一生ーチベット文化圏を中心にー
写真21 僧院で長期修行中の人々
(ブー タン 2008) 
者と新語が次々に誕生し、大人になるのは遅れる傾向が
あるO それに対して、途上国においては児童労働や子ど
も兵士などが問題視され、識字率や就学率などに関する
統計では、成人年齢は15歳以上とされている。ところが、
南アジア諸国内の統計では、成人は10歳以上とされてい
ることがある O 子ども史研究において、「子ども期」の
誕生によって、大人と子どもが質的に違った存在として
認識されるよう になったことが思い出される O
次にチベットの葬送についてみると、かつては鳥葬・
水葬などがあったが、最近では火葬するようになってい
るO 山上などに火葬の煙が出ているのを時折見かけるO
ネパール山間部では火葬した3日目に骨の一部を集めて
土に埋め、その場に小石を積み上げてお く。このよう に
するのは、結婚後の人が亡くなった場合である。その後、
ここに来ることはないとのことであるO
ラダックでは川沿いの荒涼たる岩場にブルカンと呼ば
れる土で作られた釜のような火葬場が並んでいる O 各家
に一つあり、そこで遺体を火葬する際には、村人や僧侶
たちが集まり読経する O 死後の儀礼は49日まであるが、
墓などはつくらない。
ブータンでは現在、火葬にし、その後、その場に108
の白旗を立てる O 場所は山上のような高いと ころや白旗
がたなびくところが良いとされる。白旗が古くなるまで
何年間もそのままにしてお く。ブータンでは道路沿いの
あちこちに白旗を見かける (写真22)。
ブータンでは死後、墓はつくらず、戒名もつけず、死
後の供養はしない。偉い人が亡くなった場合には仏塔を
つくることはある O
以上のように火葬にするのは大人の場合で、子どもが
亡 くなった場合には (子どもの年齢は 7 ~8 歳、 3 歳頃
までなど、地域によって異なっている)、山間部ではそ
のまま土の中に埋めてしまう。動物に食べられないよう
に、地表に小石を並べておいておくという話も聞いた。
ブータンでは 5歳以下の子どもは地域により、山上に連
れて行き禿鷹に食べてもらうとか、川に流し魚、に食べて
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写真22 白旗がたなびく風景 (フー タン 2011 ) 
写真23 88歳のネパール男性 (ネパー ル 2008) 
もらうこともある。これは鳥葬や水葬の名残であろうか。
ネパールのカトマンドゥ盆地にはチベット仏教に含ま
れるネワール仏教を信じている人々がいる。ネパールで
は近年までヒンドゥー教が国教と定められてきたので、
彼らの仏教は限りなくヒンドゥー教に近いものである O
そのせいか、彼らの聞では長寿を祝う祭りが77歳7ヶ月
7日から計3回ある。 一回毎に耳にピアスをするため、
この慶事は「イアリング (Ear-ring)Jと呼ばれる。77歳
の時には老人をザンクと呼ばれる椅子に座らせ、大勢で
担いで、地域をまわり祝う。第2固めのイアリングは82歳
7月に、第3固めのイアリングは88歳8月8日に祝われ
る。写真の男性は88歳、ビアスを 2つ付けていたが (写
真23)、3回目の祝いは2ヶ月後で、その時にもう 一つ
ピアスをつけるとのことであった。 耳たぶが垂れ福耳で
あるO 周囲の人々は彼をまるで生き神のように崇めてい
る様子であった。
山岳地帯でも稀に90歳を超える高齢の人々を見かける
ので (写真24)、チベット仏教では長寿の祝いをするの
か気をつけて尋ねてみた。いずれで尋ねても、結婚以後、
人生の節目での祝いはなく、 長寿祝いはしないとのこと
であった O チベット仏教の高僧パルダン (Thupstan
Palden)師 (写真25)は、人間にとって長生きするのは
重要なことではなく、どのように生きたかの質が重要で
あると答えられた。宗教的にはそうかもしれないが、こ
「
服部範子
写真24 90歳を越える女性(ラダック 2010) 
の地域ではそもそも長生きの人が少なく、そのようなこ
とが近年まで問題にさえならなかったという面もあるの
ではなかろうか。
6.まとめにかえて
本稿では南アジア北部に位置するヒマラヤ山脈の山岳
地帯において、チベット仏教を信じる人々の日々の生活
や一生を、現地での調査研究に基づき若干の分析・検討
を試みた。研究方法は民家訪問による生活調査や女性へ
の日常生活や生活意識についての聞取り調査である。
東西に広がるヒマラヤ山脈において、山間部での人々
の生活は厳しく、また、地理的な環境条件から閉鎖的な
生活が営まれ、それゆえ伝統的な生活が維持されてきた。
しかし、 20世紀後半から国際社会の仲間入りをするよう
になり、徐々に外国人の入国が認められるようになって
きている O この地域は現在、北側は中国の東西の国境線
によって区切られ、南アジアにおいて独立している小国
はネパールとブータンのみである。しかし、かつてのチ
ベット丈化圏においては、依然として広義のチベット仏
教を信じる人々の生活が、近年、急速に薄れつつあるが
残っている。
まずは人々の生活状況についてみると、人々の大半は
農業に従事する生活をしている O 牧畜に従事する人々は
季節により移動する生活をしている人たちもいるO
生活のためのインフラについてみると、現在も水や電
気のない生活をしている人々が多い。伝統的なチベット
様式の農家の住居では、 一階では家畜を飼い、二階以上
が人々の居住空間となっているO 階段は急な梯子のよう
であるが、 2階以上に台所がある。日々の生活において、
水汲みや洗濯、台所しごとなど、いずれもかなり重労働
であり、あまり衛生状態の良くない生活が営まれているO
人々の一生について通過儀礼などについても検討した
が、チベット社会では一般的な冠婚葬祭にまつわる儀礼
がほとんどない。しかし、日本において乳幼児の死亡率
が高い時代に行われてきた習俗が、この地では続いてい
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写真25 チベット仏教の高僧パルダン師 (ラダック 2010) 
る。親たちの赤ん坊が無事、育つようにと祈願する気持
ちはいずこも同じであると思われた。この地では男女交
際がかなり自由であること、女性側に男性が通い落着く
妻問い婚・婿入り婚をしていること、そして、母系制が
続いていることは、周辺のヒンドゥー教やイスラム教を
信じる人々と相違するのみでなく、世界的にみてもかな
りユニークであると考えられる O 平均寿命は短いが、山
間部では長寿を祝うより日々をより良く 大切に生きるこ
とが重要だと考えられている O 葬送儀礼については、墓
をつく らず祖先祭杷をしないで、輪廻転生が信じられて
いる O
ヒマラヤ山脈の山岳地帯におけるチベット仏教との相
互関連性、すなわち、世界的にみても人々が生きていく
ためには大変、厳しい生活環境条件下において、チベッ
ト仏教は人々の精神的な拠り所となり維持・存続してき
たものであることの一端を明らかにした。
付記
本研究は「南アジアにおける女子教育及び女性のライ
フコースに関する総合的研究J(科学研究費 基盤 (B)
2007-2010年度)により実施した学術調査研究の一部で
あるO
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